啓林館　物理（物理303）　観点一覧
(１)　内容の難易度

・文章が詳しく，難しい内容についてもわかり易く記載されており，学習意欲が高まる教科書に編集されている。理系大学入試を明確に意識し，問いや例題，章末問題，発展の題材が選ばれている。
・｢組み合わせレンズ｣や｢ニュートンリング｣，｢ダイオードや整流｣など，旧課程の発展や新規ながらも入試では出題が予想される事項について問題が設定されるなど配慮がなされ，多くの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致している。

(２)　内容の取扱い

・「様々な運動」「波動」「電気と磁気」「原子・分子の世界」の4部構成で，各部の間で共通する基本概念に配慮がなされ，物理学の全体像を把握できるような工夫が見られる。
・各部において，身近に見られる物理的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解させるという考え方に立って，学習内容を積み上げていくよう配列されている。学習の展開が必然性をもってつながるように配慮されており，教師は教えやすく，生徒は学びやすい系統化された学習が可能となっている。

・「やってみよう」，「実験」および「探究活動」が充実しており，生徒の興味をひく面白い現象や，該当部分で学習した法則や原理などを採り上げている。「探究活動」では「仮説→検証→法則性の発見」という，科学の方法に則った展開となっている。生徒が興味を持ち自身の思考によって実験と考察を深め，探究心を育成することに寄与するものと思われる。

・教師が話題をひろげ，生徒にとって面白い授業ができるような配慮がなされ，ニュースや雑誌などで取り上げられる先端の物理も，参考として積極的に盛り込まれている。
(３)　単元の構成
・指導要領の項目が４部に大別・再構成されていて，本校の授業の進め方に合致している。
・学習内容が具体→抽象一般，単純→複雑へと系統的には配列され，学習展開や授業の流れを円滑にして学習事項が身に付くように配慮されている。

・生徒がつまずきやすいところに注意がゆきとどき，また，すべての分野の学習につながる力学分野（第１部）で，つまずきやすいところでは「Point!」が設定されている。
・観察・実験や探究活動は質・量ともに必要・十分であり，実験を題材にした出題のある最近の入試にも読むだけでも役立つと考えられる。

(４)　その他　

・参考･発展では，本文の内容について，より深くより本質的な理解を助けるために，幾つかの項目について，エントロピーの導入をはかるなど科学的事実に忠実に詳細な解説を意欲的に試みている。

・参考では３DテレビのしくみICOCAやSUICAなどのICカードのしくみなど新たな話題を取り入れている。身の回りのものを題材にした入試問題の出題に対応し，生徒の興味喚起にも使える。

・表見返しでは医療器具の解説が紹介されている。物理学の身近な応用として興味喚起に使え，医学部進学でも物理が必要なことがわかる。また，医学部入試で医療器具を題材にした物理の問題の出題も稀にある。

・本文の記述は平易でわかりやすく、カラーの写真やイラストが煩瑣にならない程度に適切に配置され、落ち着いて学習効果を高められるよう構成されている。

・巻末に簡易分光器の付録がついている。光のスペクトルの観察が易に実施でき，生徒が自然現象に興味をもつことを期待できる。
・英文コラムが取り上げられている。新課程啓林英語教科書に掲載されるものを科学的にアレンジして掲載したので，高校レベルとしても適正である。科学の内容の英語小論文読解が出題されることもある推薦入試にも効果的である。

・脚注を丹念に配し，科学用語や日常会話レベルの英単語，英語の略語等についてスペル表記をしている。英語科との学習の関連の他，将来，高等教育に進み，研究職や技術職に就く上で必要不可欠な英語力の育成が企図されている。
